
予算要求資料
平成３０年度当初予算　　支出科目　款：総務費　　項：企画開発費　　目：企画調査費　　　
	事業名　岐阜県青少年美術展開催費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　環境生活部　県民文化局文化創造課　文化創造係　電話番号：058-272-1111（内2464）

　　　　　　　E-mail：c11146@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　６，４１５千円（前年度予算額：６，４１５千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	6,415
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,415

	要求額
	6,415
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,415

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・平成２９年度の総観覧者数（１１，９８５人）は、平成２８年度（１０，５３６人）と比較すると１，５００人近く増加し、青少年の文化・芸術に対する興味・関心は高まっている。出品校数は、青年部が７４校から７０校に、少年部が３１８校から３２６校と青年部と少年部を合わせると横ばい傾向にある。よって、幼小中高校の美術等の能力向上に対する意識をより高める必要がある。本県美術の普及と創造的表現力を開発するために、広く県内から作品を公募し、より多くの参加校、参加者を募り、多くの児童・生徒に観覧する場を設けることで、さらなる向上を目指す。
（２）事業内容

・青年部５部門（絵画、デザイン、立体、書道、写真）、少年部２部門（絵画デザイン、書写）の作品を公募

・岐阜県美術館において、全ての入賞・入選作品を展示

・県内児童･生徒が文化芸術に親しむ機会として移動展を開催(多治見・高山)
（３）県負担・補助率の考え方

文化芸術を創造する人づくり、文化芸術振興の環境づくりに向けた対策として、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　無　
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	共済費
	8
	3種雇員労災保険料、3種雇員雇用保険料

	賃金
	2,089
	岐阜展：搬出入、展示、選定委員会、監視補助

	報償費
	45
	少年部一次選定委員謝金、運営委員謝金、選定委員会謝金

	旅費
	524
	青年部、少年部選定委員旅費、運営協議会委員旅費、業務旅費

	需用費
	475
	消耗品費、印刷製本費(賞状、応募要項等)

	役務費
	27
	通信運搬費

	委託料
	3,111
	作品輸送・展示・会場設営・会場撤去一式、写真撮影代、看板代

	使用料
	136
	恵那市文化センター会場使用料、高山市民文化会館会場使用料

	合計
	6,415
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・子どもの頃から学校や地域において芸術文化に親しみ、積極的に創作活動へ参加できる環境づくりを推進する。

　・幼児から青年に至るまで、それぞれの発達段階に応じた文化芸術の鑑賞や創作活動、発表、表彰等の機会を設定し、心豊かな感動体験ができるような取組を推進する。
（２）事業主体及びその妥当性
作品の良し悪しだけでなく、年齢に応じた感性や感覚、学びの過程も含めて作品を評価し、本県の美術の普及と創造的表現力を開発するためには、県が事業主体として妥当であると考える。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	本県美術の普及と創造的表現力を開発するために、広く県内から作品を公募し、一般に公開している。少年部は、県内出品校数３５０校、応募数を、４３,０００点、青年部は、出品校数７５校、出品数１，６００点を目指す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	少年部応募参加数

	38,868
（H28）
	39,113
（H26）
	45,011
（H27）
	40,413
（H29）
	43,000
（H30）
	93.9％

	青年部応募数
	1,608
（H28）
	1,451
（H26）
	1,516
（H27）
	1,538
（H29）
	1,600
（H30）
	96.1％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）岐阜県美術展　会期

・岐阜本展青少年部(岐阜県美術館)       平成29年6月24日(土)～7月2日(日)

・多治見移動展(現代陶芸美術館)         平成29年7月15日(土)～7月23日(日)
・高山移動展(飛騨世界生活文化センター) 平成29年7月29日(土)～8月6日(日)

（２）県美術展入場者数

・岐阜本展　　青年部　2,974人　　少年部　6,910人

・多治見移動展　　1,374人   ・高山移動展　　727人　　


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
岐阜県青少年美術展は、幼児から高校生までの本県美術の普及と創造的表現力を開発するため、広く県内から作品を公募し一般に公開している。今年は少年部４０，４１３点、青年部１，５３８点の応募があった。また、入場者数は昨年度１０，５３６人から１，５００人近く増加し、１１，９８５人となり青少年の文化・芸術に対する興味関心が高まっている。園や学校が本展の見学にくることも多い。観覧者からは、「次の作品づくりの参考になった。」「これだけ多くの作品を見られる展覧会を続けてほしい。」との意見をいただいた。最優秀賞の設定と表彰式の開催に対しても「制作の励みになる。」「次回も出品したい」との意見もいただいた。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	子どもたちが作品を発表する機会、鑑賞する機会、また表彰を受ける機会として、園や学校及び県内の皆様からの指示が高い。幼児期から青年期にかけての能力開発の視点からも、本県美術の普及と創造的表現力を開発につながるため、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	少年部では４０，４１３点の応募数、青年部では１，５３８点と多数の応募があった。本県美術の普及と創造的表現力を開発という意味では、事業効果が表れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○

	少年部では、各教育事務所において、１次選定が行われ、点数を絞り、本選定を行いやすくしている。（来年度は、県事務所で1次選定を行う）


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
応募数が増えても、展覧会会場の展示数には、限りがあるため展示数を増やすことは難しい。最優秀賞を設定し表彰式を行うことで、入場者数を増やすことができたが、表彰式等の案内をより広く行う必要がある。業務も県事務所に完全に移管することから、効率の良い業務進行に努める。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

子どもたちが作品を発表する機会、鑑賞する機会、また表彰を受ける機会として、園や学校及び県内の皆様からの期待が高い。今後も、幅広い参加者が増えることと観覧者数の増加を求め、事業の工夫改善を図りながら継続していきたい。次年度は、県事務所を通して広報の改善に取り組む。


